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て、第 5章と第 6章でそれぞれ詳しく分析した。 
 第 5章では、バリ島における日本人女性の国際結婚、国籍の変更または維持、独身で
バリ島に移住する日本人女性の在留資格について検討した。従来、日本人女性の国際結
婚はハイパガミー志向結婚であり、結婚は経済・社会的上昇を目指す手段とみなされて
きた。しかし、バリ島における日本人女性の国際結婚はハイパガミー志向結婚ではない。
筆者はこれを「脱ハイバガイミー志向結婚」と名付けた。脱ハイパガミー志向結婚の背
景には、第 1章で指摘したように、先進国における女性の社会進出と、経済的自立の達
成がある。加えて、彼女たちが、経済・社会的上昇よりも生活の質の向上、スローライ
フを志向しているからである。彼女たちがライフスタイル移民であることは、自身の配
偶者選択にも大きく影響している。彼女たちは日本の生活に不満を抱き、そこから逃れ、
脱物質的な生活、スローライフを求めてバリ島に移住している。結婚もその生活の一部
である。 
しかし、結婚後、彼女たちは国籍や在留資格の問題に直面している。国籍についてみ
ると、1990 年代に国際結婚した日本人女性は国籍を変更していた。国籍の変更は、制
度的理由と血縁関係・地縁関係によるものである。インドネシア国籍となることで、煩
雑な手続きから解放され、就業制限からも自由になるのである。さらに、国籍を変更す
ることで、バリ島で新たに築いた関係、血縁関係および地縁関係、そしてインドネシア
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に対する帰属性が強まっている。彼女たちは日本国籍にこだわっておらず、国籍の変更
は彼女たちにとって移住するための戦略である。国籍選択に関しても、ライフスタイル
移民は既存の価値観にこだわらず、自身の価値観に基づいて行動している。 
しかし、1990 年後半から、結婚後も国籍を維持する日本人女性が増えている。彼女
たちはバリ島で外国籍のままで暮らすため、定期的に在留資格の更新が必要で、時間的
にも金銭的にも負担がかかる。また、現地の男性と結婚しても、彼女たちの在留資格の
手続きは変わらず、バリ島で働くためには就労ビザが必要となる。しかし、彼女たちは
日本国籍の利便性を手放したくないと考えている。日本国籍を維持することで、帰国を
含め、他国への移動が容易であり、また将来の自分や家族の生活に備えることができる
のである。ライフスタイル移民である彼女たちは、将来のライフスタイルも視野に、結
婚後の国籍についても既存のあり方にとらわれず、自分自身で選択しているのである。 
一方、独身でバリ島に移住している女性たちには、在留資格の問題があった。彼女た
ちはバリ島で働いているため、就労ビザという在留資格である。従業員として働いてい
る場合は、在留資格に関するすべての手続きや費用を企業主が負担するが、彼女たちは
契約社員である場合が多く、将来の見通しは不安定である。 
第 6章では、バリ島に移住する日本人女性がどのような職業生活をしているのか、理
想とするライフスタイルとの関係から検討した。雇用形態別にみると、日本人オーナー
の下で雇われている女性たちは、主に観光産業のなかで、管理職と同等のポジションを
得て、忙しく働いていたが、仕事が忙しいといっても、日本ほど忙しいわけではない。
もちろん、管理職に就くことで様々な苦労も経験し、働く環境や文化の違いから疲弊し
てもいるが、プライベートな時間も楽しめており、仕事の疲労も解消されている。彼女
たちにとってバリ島での仕事は「楽しい」「やりがいがある」ものとなっている。 
また、起業家として働く彼女たちも、観光に関わる様々な仕事をしていた。バリ島に
おける観光開発の進展、観光の多様化によって自身のビジネスの着想を得ている。彼女
たちのバリ島での起業が成功したのは代行サービスや、信頼できる日本人がいることも
重要であった。また、彼女たちはバリ島で経済的に成功するよりも、バリ島で手に入っ
たライフスタイルを維持することを重視している。これは起業家になったライフスタイ
ル移民の特徴でもある。 
起業家である彼女たちの仕事は、現地の人々の雇用機会を増やしているだけでなく、
バリ島の人々は、日本人のサービスの仕方を学び、クオリティの高いサービスを提供で
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きるようになっている。同時に、彼女たちにとっても、バリ島の人々と仕事することは、
現地の考え方や文化に対する理解を深める機会となっている。このようにして、現地の
人と移住者たる彼女たちとの間の相互理解が進んでいる。 
以上、バリ島に在住する日本人女性に対する聞き取り調査によって、ライフスタイル
移民の移住プロセスと生活実態を分析した。終章にその成果と意義について、つぎの 3
点があげられる。 
第一に、ライフスタイル移民が移住に至るまでの過程を明らかにしたことである。ま
ず、彼女たちは観光旅行の目的でバリ島を訪れ、その後リピーターになり、繰り返しバ
リ島を訪れるうちにバリ島への移住の動機を獲得する。そして、彼女たちは現地の男性
と結婚、あるいは仕事を得ることで、自身が志向するライフスタイルの実現を確かなも
のにする。 
このような過程のなかで、最初のポイントは、彼女たちが最初にバリ島を訪れた時に
バリ島の魅力に惹かれる、ということである。その背景には、バリ島の観光開発におけ
るセルフ・オリエンタリズムがある。第 2章の通り、バリ島の観光開発ではセルフ・オ
リエンタリズムが活用されて、あらゆる場面でバリらしさを活かしたバリ観光の魅力が
アピールされている。このようにバリ島を訪れた日本人女性は日本では得られないこと
をバリ島で体験する。具体的には、ゆとりのあるくらし、居心地、解放感、バリ伝統芸
術や宗教儀礼である。これらを通して、彼女たちは脱物質的な生活に魅了を感じる。こ
のような体験が移住に至る過程の第一歩となるが、それが可能となっているのは、第 1
章の通り、すでに自由旅行が観光の主流となり、彼女たちも、これらの非日常的な経験
を容易に行うことができたからである。 
バリ島に魅了に惹かれた彼女たちは、一度訪れただけでは不十分と感じ、その後、バ
リ島のリピーターとなる。これを可能になった背景は、日本の雇用制度の多様化、女性
のノンキャリア志向、航空運賃の低廉化、旅の仕方の変化があげられる。 
日本における雇用制度の多様化により、非正規雇用の働き方が増え、彼女たちは自分
の都合を優先しながら稼ぐために働き方を変える。また、正規職の場合も含めて、彼女
たちはノンキャリアとして働き、時間的にも金銭的にも海外旅行が可能である。そのよ
うなフレキシブルな働き方やノンキャリア志向により、彼女たちはバリ島と日本を行き
来することができるのである。また、彼女たちは両国の経済格差も大いに利用している。
つまり、彼女たちの日本での稼ぎは、バリ島での消費を満たすのに十分な価値があると
8 
 
考えられる。 
その他に、航空運賃の低廉化、旅の仕方の変化という点も見逃せない。旅先での過ご
し方として、リゾート地より格安宿舎に泊まり、現地の人々とほぼ同じ暮らし方で過ご
すというあり方に変わった。よって、滞在費が安く抑えられ、長期滞在も可能となる。
このような旅の仕方を好む外国人旅行者は、他国の文化に関心をもち、積極的に現地の
人々とも交流するタイプである。一方、現地の人々もこれらの外国人旅行者に対してオ
ープンに接することが多い。彼女たちもこのような形の滞在により、現地の文化に触れ
ながら自分なりの時間を楽しく過ごす。 
日本人女性たちはリピーター、長期滞在を経て、やがて移住に至った。彼女たちは、
リピーターの時、日本で稼いでバリ島で消費するというパターンだった。そのうちに日
本での働き方に疲弊を感じ、そこから「逃れ」たいという気持ちが強まるのである。そ
して、日本で稼いでバリ島で消費するよりも、バリ島で稼いでバリ島で消費する、とい
うあり方を考えるように至った。 
彼女たちがバリ島で稼ぐことができるのは、バリ島で観光産業が盛んであり、日本人
女性に対して、労働者としての需要があるからである。このように、バリ島に移住した
日本人女性のライフスタイル移民は、観光と深く結びついている。バリ島の観光が、彼
女たちをバリ島に誘い、彼女たちを魅了し、さらに彼女たちのバリ島への移住を支えて
いるのである。 
このような背景のもと、彼女たちは自分に合うライフスタイルを求めて、バリ島に移
住している。ライフスタイル移民である彼女たちは、自国で感じた不満から「逃れる」、
解放感を求めてバリ島で暮らして、自分らしい生活を実現するのである。 
 本研究では上記のようなライフスタイル移民の移住プロセスを、バリ島在住の日本人
女性への聞き取り調査を通して、実証的に明らかにした。序章で述べた通り、日本人女
性のライフスタイル移民について、その詳しい実態を捉えた先行研究が存在しない現在、
本研究はその先駆的研究として位置づけられる。このことが本研究の最大の意義である。 
 第二に、ライフスタイル移民の日本人女性の国際結婚が、「脱ハイパガミー志向結婚」
であることを明らかにしたことである。これまで、日本人女性の国際結婚はハイパガミ
ー志向結婚、すなわち、経済・社会的上昇を目指す結婚であるとみなされてきた。しか
し、第 5章で明らかにした通り、バリ島における日本人女性の国際結婚はハイパガミー
志向結婚ではない。彼女たちは、従来の結婚観にとらわれていないのである。よって、
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筆者はこれを「脱ハイバガイミー志向結婚」と名付けた。 
このように彼女たちが従来のハイバガミー志向から脱しているのは、生活の質の向上、
スローライフを志向するライフスタイル移民であるからである。彼女たちは、社会・経
済的上昇や物質的な生活ではなく、生活の質の向上、脱物質的な生活を重視し、その実
現を優先するライフスタイル移民である。よって、彼女たちは既存の価値観に振り回さ
れることなく、確固たる自分の価値観で、自分なりのライフスタイルを選択している。
それは、結婚についても揺らぐことはない。そこには、自由で主体的な女性の生き方を
みることができる。 
 このように、本研究では日本人女性のライフスタイル移民の分析を通して、社会・経
済的上昇を求めない「脱ハイバガミー志向結婚」を見出した。このような結婚の存在は、
国際結婚に関する先行研究では論じられることのなかったものである。新しい国際結婚
の型を析出し、「脱ハイパガミー志向結婚」として提示したことは、本研究の意義とい
える。 
 第三に、ライフスタイル移民の日本人女性のなかで、国際結婚後も日本国籍を維持す
る傾向にある、ということを明らかにしたことである。第 5章の通り、移住後に現地の
男性と結婚した女性の場合、従来は結婚後、インドネシア国籍に変更するのが一般的で
あったが、近年、結婚後も日本国籍を維持する女性が増えてきている。 
ライフスタイル移民にとって国籍は、自分が望むライフスタイルを実現するための手
段である。国籍を変更した女性も、国籍を維持している女性も、国籍をライフスタイル
実現の手段とみなしている点は共通している。しかし、自分にとって望ましいライフス
タイルというものを捉える射程が異なり、それが国籍選択の違いとなっている。 
国籍を変更した女性は、自分が求めるライフスタイルは、バリ島での生活であり、そ
れを維持するために国籍を変更している。このことは、彼女たちにとって、バリ島での
生活が「生涯にわたる唯一の」望ましいライフスタイルであることを示している。一方、
国籍を維持する女性たちは、日本への帰国を含め、他国への移動が容易であり、また医
療や介護の面で、将来の自分や家族の生活に備えることができる、という点を考慮する。
つまり、彼女たちは、バリ島での生活が「生涯にわたる唯一の」望ましいライフスタイ
ルとは考えていないということである。彼女たちは、現在はバリ島でのライフスタイル
を志向し、バリ島に移住しているが、ライフステージに応じて自分にとって望ましいラ
イフスタイルは変化しうる、と捉えているのではないだろうか。彼女たちにとって、日
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本国籍は、新たに求めることになるライフスタイルを実現するための手段となるのであ
る。そこには、生涯にわたり、常に自分にとって望ましいライフスタイルを求めて、移
住先を選択し、戦略的にそれを実現しようとする、ライフスタイル移民の主体的、積極
的な生き方がみてとれる。 
 本研究では、結婚後も国籍を維持する女性を通して、国籍がライフスタイル実現のた
めの手段として、より長期的、戦略的な観点から選択されていることを見出した。この
ことは、国際結婚における国籍選択に新たな視点を提示したことになる。また、志向す
るライフスタイルの変化に応じて、移住先を主体的に選択し続けるという点は、ライフ
スタイル移民の先行研究において見落とされていた点であり、本研究が提示した新たな
視点である。 
 
